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第　112　号（1）令和元年10月号

　

令
和
元
年

九
月
十
二
日

静
岡
市
林
業

セ
ン
タ
ー
に

て
第
三
十
八

回
静
岡
市
森

林
組
合
通
常

総
代
会
が
総

代
六
七
名
出

席
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
に
当
組
合
吉
澤
修
一
組

合
長
が
以
下
の
と
お
り
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
本
日
、
こ
こ
に
来
賓
、
各
位

そ
し
て
総
代
の
方
々
の
ご
臨
席
の

元
、
第
三
十
八
回
静
岡
市
森
林
組

合
通
常
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
先
日
の
台
風
、
そ
の
後
の
猛

暑
、
そ
し
て
雷
が
鳴
っ
て
や
っ
と

秋
が
来
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
森

林
林
業
に
つ
い
て
は
、
先
人
が
植

え
て
育
て
整
備
し
た
、
森
林
は
オ

ク
シ
ズ
の
美
林
と
な
り
、
今
そ
れ

を
伐
採
し
有
効
利
用
す
る
刻
（
と

き
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
日
に
は
県
庁
に
て
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
材

の
出
発
式
が
あ
り
、
そ
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
後
、
川
勝
知
事
よ
り
木
材

の
い
っ
そ
う
の
利
用
拡
大
と
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
材

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
の
活
用
が
述

べ
ら
れ
た
。
静
岡
市
に
お
い
て
は

九
月
十
八
日
に
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
に
お
い
て
認
証
材
の
出
発
式

が
あ
り
ま
す
。
是
非
皆
様
方
に
は

参
加
し
て
下
さ
い
。

　

本
年
度
の
組
合
の
事
業
に
お
い

て
は
総
収
益
が
六
億
円
を
超
え
た

こ
と
、
そ
し
て
、
木
材
の
取
扱
い

量
が
一
万
㎥
を
こ
え
た
こ
と
が
、

特
筆
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合

員
そ
し
て
関
係
各
位
の
御
理
解
、

御
協
力
の
お
か
げ
と
存
じ
ま
す
。

　

組
合
は
、
組
合
員
の
互
助
組
織

　

事
業
総
収
益
は
昨
年
度
よ
り

七
、
六
〇
〇
万
円
増
の
六
五
、
三

〇
〇
万
円
、
事
業
総
費
用
は
五
、

二
〇
〇
万
円
増
の
四
五
、
八
〇
〇

万
円
と
な
り
、
事
業
総
利
益
は
昨

年
度
よ
り
二
、
〇
〇
〇
万
円
増
加

の
一
九
、
五
〇
〇
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
静
岡

県
か
ら
の
公
共
事
業
、
そ
し
て
森

林
整
備
セ
ン
タ
ー
の
水
源
林
造
林

事
業
が
増
加
し
た
こ
と
で
す
。
過

年
度
に
実
施
し
て
き
た
調
査
が
一

気
に
実
行
さ
れ
た
こ
と
、
事
業
全

体
が
緻
密
な
工
程
管
理
の
基
、
円

滑
に
進
捗
し
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
の
木
材
生
産

販
売
量
は
一
万
㎥
の
大
台
を
超

え
、
一
〇
、
二
一
一
㎥
を
達
成
し

ま
し
た
。
本
年
度
中
に
は
運
転
資

金
が
不
足
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
組
合
の
業
績
は

第
一
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
事

業
報
告
、貸
借
対
照
表
、損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注

記
表
・
附
属
明
細
書
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業

計
画
設
定
の
件

第
三
号
議
案　

令
和
元
年
度
一
般

賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
四
号
議
案　

令
和
元
年
度
役
員

報
酬
を
定
め
る
件

第
五
号
議
案　

令
和
元
年
度
諸
手

数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
六
号
議
案　

令
和
元
年
度
余
裕

金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ
先
を

定
め
る
件

第
七
号
議
案　

令
和
元
年
度
に
お

け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
八
号
議
案　

令
和
元
年
度
に
お

け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
九
号
議
案　

理
事
・
監
事
任
期

満
了
に
つ
き
選
任
の
件

第
十
号
議
案　

退
任
役
員
の
慰
労

金
支
給
の
件

損　益　計　算　書
平成30年７月１日から令和元年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 653,182,003 653,182,003 5,732,400 137,258,946 510,190,657

　２．事 業 費 用 458,158,851 458,158,851 6,560,278 86,807,628 364,790,945

事 業 総 利 益 195,023,152 195,023,152 ▲ 827,878 50,451,318 145,399,712

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 75,536,549 75,536,549 15,736,781 15,736,781 44,062,986

　２．旅 費 交 通 費 2,108,732 2,108,732 439,319 439,319 1,230,093

　３．事 務 費 3,818,306 3,818,306 795,480 795,480 2,227,345

　４．業 務 費 424,072 424,072 88,348 88,348 247,375

　５．諸 税 負 担 金 6,995,475 6,995,475 1,457,390 1,457,390 4,080,693

　６．施 設 費 40,502,287 40,502,287 8,437,976 8,437,976 23,626,334

　７．雑 費 1,398,919 1,398,919 291,441 291,441 816,036

事 業 管 理 費 計 130,784,340 130,784,340 27,246,735 27,246,735 76,290,862

事 業 利 益 64,238,812 ▲ 28,074,613 23,013,471 69,299,962

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事 業 外 収 益 2,280,324

　２．事 業 外 費 用 134,019

事 業 外 損 益 2,146,305

経 　 常 　 利 　 益 66,385,117

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 損 益 31,655,158

　２．特 別 損 失 35,639,481

特 別 損 益 ▲ 3,984,323

税 引 前 当 期 利 益 62,400,794

法人税・住民税及び事業税額 19,810,200

当 期 剰 余 金 42,590,594

前 期 繰 越 剰 余 金 4,153,514

当期末処分剰余金 46,744,108

総 合 貸 借 対 照 表　要 約
令和元年６月30日

科　　　目 （円） 科　　　目 （円）

流 動 資 産 合 計 321,854,212 流 動 負 債 合 計 64,689,105

有 形 固 定 資 産 計 17,466,344 固 定 負 債 合 計 33,056,077

無 形 固 定 資 産 計 291,176 負 債 合 計 97,745,182

外 部 出 資 計 27,645,000

その他固定資産計 84,000 組 合 員 資 本 合 計 269,595,550

固 定 資 産 合 計 45,486,520 純 資 産 合 計 269,595,550

資 産 合 計 367,340,732 負債・純資産合計 367,340,732

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  2.5人

販　　売  2.5人

森林整備  7.0人

合　計 12.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

第38回
通常総代会開催

総
代
会
議
案

　
平
成
三
十
年
度

損
益
状
況

会場全体の様子

吉
澤
組
合
長
挨
拶

で
す
。
組
合
は
組
合
員
そ
し
て
地

域
の
方
々
と
共
に
歩
み
ま
す
。
関

係
す
る
方
々
が
豊
か
に
な
り
、
共

に
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
慎
重
な
御
審
議
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
御
臨
席
の
方
々
そ
し

て
関
係
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

て
私
の
会
式
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。」

　

来
賓
祝
辞
と
し
て
静
岡
県
中
部

農
林
事
務
所
長 

佐
藤
光
様
を
始

め
、
静
岡
市
中
山
間
地
振
興
担
当

部
長 

青
嶋
浩
義
様
、
静
岡
県
森
林

組
合
連
合
会
代
表
理
事
常
務 

望

月
鉄
彦
様
よ
り
御
言
葉
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
市
議
会
議

員 

石
上
顕
太
郎
様
、繁
田
和
三
様
、

安
竹
信
男
様
、
尾
崎
行
雄
様
、
静

岡
県
中
部
農
林
事
務
所
農
山
村
整

備
部
長　

太
田
様
、 
森
林
整
備
課

主
査 

藤
浪
様
、
国
立
研
究
開
発
法

人
森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
整

備
セ
ン
タ
ー
静
岡
水
源
林
整
備
事

務
所
長 

天
田
様
、
静
岡
市
中
山
間

地
振
興
課
森
林
・
林
業
係
副
主
幹 

原
田
様
、
同
主
事 

香
西
様
、
静
岡

市
治
山
林
道
課
長 

小
川
様
、
同
参

事
兼
林
道
第
一
係
長 

松
尾
様
に
御

臨
席
賜
り

ま
し
た
。

　

議
事
に

お
い
て
は

全
て
の
議

案
が
承
認

可
決
さ

れ
、無
事
、

通
常
総
代

会
を
閉
会

致
し
ま
し

た
。

公
共
か
ら
の
補
助
事
業
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
今

後
も
盤
石
で
あ
る
と
は
い
い
難
い

状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く

の
組
合
員
の
山
林
を
整
備
で
き
る

よ
う
、
財
務
基
盤
の
安
定
化
を
目

指
し
、
同
時
に
施
設
・
機
械
設
備

の
更
新
も
考
え
な
が
ら
事
業
展
開

し
て
い
く
所
存
で
す
。
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第　112　号 令和元年10月号（2）

　

組
合
員
の
皆
様
へ
、
賦
課
金
の

納
入
の
お
知
ら
せ
を
発
送
致
し
ま

し
た
。

　

お
手
数
お
か
け
し
ま
す
が
、
御

支
払
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　　　　　　　㎥単価を石単価に換算するには、
　　　　　　　概算で㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日　　令和元年９月19日
　　市回数　　2,547回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石

3

4

6

3

4

6

す

　
　
　
　
　ぎ

ひ

　
　
　の

　
　
　き

14
16～18
20～22
8～11
12～13
14
16～18
20～22
24～28
30～34
36～
16～18
20～22

14～15
16
18～22
8～12
12～13
14
16
18
20～22
24～28
30～34
30～
16～17
18
20～24

樹種 長　さ
（m）

末口径
（cm）

落　　　札　　　価　　　格
高　値 中　値 １本当単価 安　値

気　配 昨年同期
中　値

　
9,500
12,000
12,000
350
9,500
10,000
12,000
13,500
15,000
15,620
20,100
15,500
14,500
　

15,000
21,500
22,500
400

12,000
15,000
19,000
18,500
19,500
30,390
31,300
53,800
26,000
29,000
25,000
　

　
9,500
11,000
12,000
300
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
13,000
14,600
15,500
14,500
　

14,500
21,000
19,200
330

12,000
15,000
18,500
18,000
18,000
16,800
17,300
18,300
25,000
29,000
22,000

－　
561
957
1,584
－　
522
780
1,276
2,112
3,510
5,330
7,563
3,364
3,843
－　
856
1,617
2,304
－　
816
1,170
1,887
2,340
3,168
4,536
7,093
9,479
4,325
6,293
5,830

9,000
11,000
11,500
300
9,000
9,500
9,200
11,000
9,000
9,000
9,000
15,500
14,500
　

14,000
21,000
17,000
300

10,000
14,500
18,000
17,000
14,100
13,200
13,000
12,300
20,000
29,000
21,000

10,000
11,000
11,500
270
9,500
10,000
11,500
12,000
15,000
16,000
16,100
15,500
14,500

15,000
21,400
18,500
320

12,000
15,800
19,000
18,500
18,500
18,600
18,000
43,000
24,000
28,000
23,000

○
○
△
○
○
○
○
○
○
○

－
○
○

○
○
○
○
○
△
△
△
△
○
○

－
○
○
○

県森連静岡事業所

賦
課
金
納
入
の
お
願
い

～
賦
課
金
額
が
ha
あ
た
り
五
〇
円

（
昨
年
の
半
額
）
に
変
更
～

　

山
林
を
皆
伐
、
間
伐
す
る
際
は
、

伐
採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
伐
採

届
は
、
立
木
伐
採
前
に
作
成
し
、
静

岡
市
へ
提
出
す
る
も
の
で
す
。

・
当
組
合
で
は
伐
採
届
を
代
理
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
手
数

料
と
し
て
、
一
通
一
、
一
〇
〇

円（
税
込
）を
頂
戴
し
ま
す
。

　

※
直
接
、
静
岡
市
の
窓
口
へ
申

請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
当
組
合
で
伐
採
届
を
代
理
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
下
記
の
書
類

を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

　

①
伐
採
届
受
付
用
紙
（
当
組
合

に
て
受
付
時
に
配
布
）

　

二
〇
一
九
年
十
月
か
ら
消
費
税

率
が
八
％
か
ら
一
〇
％
に
改
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
購
買
品
の
価

格
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

な
る
べ
く
増
税
分
の
価
格
を
組

合
で
負
担
す
る
よ
う
価
格
改
定
を

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

業
務
課
　
長
田
竜
汰　

六
月
よ
り

静
岡
市
森
林

組
合
に
お
世

話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
長

田
竜
汰
（
お
さ
だ
り
ょ
う
た
）
と

申
し
ま
す
。

　

静
岡
市
出
身
で
、
前
職
は
自
動

車
の
電
気
部
品
の
開
発
設
計
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
自
然
と
関
わ

る
仕
事
を
し
た
く
思
い
、
静
岡
市

森
林
組
合
で
お
世
話
に
な
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

林
業
未
経
験
で
分
か
ら
な
い
事

が
多
い
で
す
が
、
先
輩
方
に
ご
指

導
頂
き
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

早
く
仕
事
を
覚
え
先
輩
方
に
追

い
つ
け
る
様
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 新

入
職
員
紹
介

伐
採
届
に
つ
い
て

購
買
か
ら
の
お
知
ら
せ

代
表
理
事
組
合
長　

吉
澤　

修
一

　
　
　
　
　

理
事　

大
石　

一
夫

　
　
　
　
　

理
事　

白
鳥　

鋼
一

　
　
　
　
　

理
事　

萩
原　
　

康

　
　
　
　
　

理
事　

安
本　
　

愈

　
　
　
　
　

理
事　

安
本　

吉
明

　
　
　

代
表
監
事　

小
林　

雅
彦

　
　
　
　
　

監
事　

内
野　

督
勝

�

以
上
八
名

退
任
役
員

代
表
理
事
組
合
長　

見
城　

久
雄

　
　
　
　
　

理
事　

志
村　
　

清

　
　
　
　
　

理
事　

鈴
木　

英
元

　
　
　
　
　

理
事　

望
月　

良
信

　
　
　
　
　

理
事　

狩
野　
　

泰

　
　
　
　
　

理
事　

篠
崎　
　

純

　
　
　
　
　

理
事　

酒
井　
　

勲

　
　
　
　
　

理
事　

堀
井　

和
男

　
　
　
　
　

理
事　

山
田　

芳
朗

　
　
　
　
　

理
事　

滝
浪　

龍
司

　
　
　
　
　

理
事　

佐
野　

賢
輔

　
　
　
　
　

理
事　

望
月　

庄
司

　
　
　
　
　

理
事　

安
池　

勘
司

　
　
　
　
　

理
事　

加
藤　

貴
彦

　
　
　
　
　

監
事　

白
鳥　

長
治

　
　
　
　
　

監
事　

瀧
脇　

典
世

　
　
　
　
　

監
事　

渡
辺　
　

武

　

ま
た
、
組
合
員
名
に
変
更
（
相

続
変
更
を
含
む
）が
あ
る
場
合
は
、

当
組
合
ま
で
御
一
報
の
程
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
今
年
度
よ
り
賦
課
金
額
が
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
五
〇
円
に
な

り
ま
し
た
。

　
（
昨
年
ま
で
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
一
〇
〇
円
）

※
賦
課
金
の
納
入
期
日
は
令
和
元

年
十
月
三
十
一
日
で
す
。

　

②
届
出
す
る
場
所
の
森
林
簿

　

③
届
出
す
る
場
所
の
図
面

　
　
（
②
③
は
静
岡
県
中
部
農
林

事
務
所
、
ま
た
は
静
岡
市
中

山
間
地
振
興
課
に
て
取
得
可

能
）

　

④
登
記
情
報
・
登
記
図
面
（
法

務
局
に
て
取
得
が
可
能
）

　

⑤
保
安
林
台
帳
の
写
し
（
保
安

林
の
場
合
の
み
）（
静
岡
県

中
部
農
林
事
務
所
ま
た
は
、

静
岡
市
治
山
林
道
課
に
て
取

得
可
能
）

※
保
安
林
に
お
い
て
作
業
道
（
道

幅
三
ｍ
以
下
、
作
業
道
面
積
一

ha
以
下
の
も
の
）
を
開
設
す
る

場
合
は
、
形
質
変
更
届
の
提
出

が
必
用
で
す
。

　

作
業
開
始
日
よ
り
二
週
間
前
に

静
岡
市
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
書
類
の
作
成
等

に
一
～
二
週
間
は
時
間
を
要
し

ま
す
。

　

当
組
合
へ
の
書
類
作
成
依
頼
は

一
ヶ
月
前
ま
で
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

※
伐
採
届
に
関
し
ま
し
て
は
、
電

話
で
の
受
付
は
致
し
か
ね
ま

す
。
お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が

直
接
組
合
へ
お
越
し
下
さ
い
。

※
通
常
、
申
請
か
ら
静
岡
市
の
伐

採
許
可
が
下
り
る
ま
で
一
～
二

ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※
植
付
の
補
助
金
を
申
請
す
る
際

に
、
皆
伐
時
の
伐
採
届
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
御
注
意
願
い
ま

す
。（
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
広

葉
樹
の
皆
伐
で
も
伐
採
届
は
必

要
で
す
）

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

の
ほ
ど
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
　
役
　
員


